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３．アライグマ・ハクビシンが引き起こす問題 

（１）どのような被害を引き起こすのか 

アライグマ・ハクビシンは、多様な環境で生息が可能であり、高い繁殖力を持つなどの特徴から、

個体数を増加させ、分布域の拡大にも繋がったのではないかと考えられています。その結果、さまざ

まな問題が起きています。 

 

  ①生態系被害 

    特にアライグマによる在来生物への影響が確認されています。 

 

【全国での被害例】  

・ニホンザリガニやエゾサンショウウオなどの捕食（北海道） 

・トウキョウサンショウウオの捕食（神奈川県・東京都） 

・ニホンイシガメの捕食（千葉県・愛知県） 

・アオサギの卵等の捕食（北海道） 

  

        

横沢入里山保全地域（東京都あきる野市）で     横沢入里山保全地域で発見された 

発見されたトウキョウサンショウウオの被食体     ヤマアカガエルとみられる被食体 

                          （写真提供：日本獣医生命科学大学 加藤 卓也） 
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 ②生活環境被害 

    アライグマ・ハクビシン共に、家屋侵入による建物の破損、糞尿による汚損等（特に天井裏） 

の被害が大きな問題となっています。 

また、ネコやコイ、金魚やニワトリなどの飼育動物がアライグマによって捕食されたという事

例もあります。 

 

   

  ハクビシンによる家屋侵入による建物の汚損   アライグマによる家屋侵入による建物の破損 

 

  

    ハクビシンによる糞による汚損 

（以上 3 枚の写真は東京都内で撮影されたもの） 

 

（写真提供：NPO 法人 自然環境アカデミー 野村 亮） 

 

  ③文化財への被害 

    アライグマ・ハクビシン共に、寺院・仏閣などの侵入による建物の破損、糞尿による汚損等で

文化財に傷をつけるという事例が発生しています。 

 

 




